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　「先輩OTの頭の中」というタイ
トルから，後輩作業療法士に向け
た指南書と思い読み進めると，リ
ハビリテーション業界全体を鼓舞
するエールでもあることに気づく．
　「澤田辰徳」といえば，若くして
技士長や学会理事長，大学教授
となった作業療法業界のビッグ
ネームであるが，いかに成功して
きたかをかっこよく論述しているの
でなく，成功の10倍は失敗してい
ることを曝け出している．自虐的
にも見えるこの論述手法は，著者
と読者の距離をぐっと近づけ，失
敗が人間を成長させること，そし
て大切なのは失敗から学ぶこと
であると説いている．
　成長編，臨床編，教育編，管理
編の4編16章で構成されるこの
本には，「あるある，こういうことあ
るよね」，「こういう人いるよね」，
「こうありたいよね」と，いくつも共
感できるところがある．きわめて
実用的な本で，D・カーネギーの

『道は開ける』にも似た快感すら
覚える．
　特に成長編，臨床編では，「憧
れの先輩の背中を見て育つ」的
な内容に満たされており，エビデ
ンスうんぬんの専門書や高いイン
パクトファクターの科学論文を解読
するよりも，難渋する症例の作業
療法をどう考えて，どう推論し，ど
う実践すればよいのかを示す最
高の手引書となっている．
　臨床編では患者に寄り添う本
当の意味や，患者と協働すること
の重要性を，臨場感一杯のエピ
ソードとともに温かく解説している．
これを読んで胸が熱くならない人
がいるのだろうか．作業療法の
本質は何なのかを教えてくれ，作
業療法士のあるべき姿が熱く解
説されている．
　そして，教育編，管理編と読み
進めると，さとり世代やZ世代の
教育や，診療報酬や介護報酬に
支配される臨床現場，多様性の

時代の管理の難しさなど，まさに
先輩OTの頭を悩ませているリア
ルな問題が登場する．そこにも筆
者の歴史や経験をもとに解決策
を提案していると同時に，「金の
卵」と言われた先輩OTたちに対
しても大胆な提案をして，リハビリ
テーション業界全体を鼓舞してい
る．
　表紙のイラストにあえてカクカク
した粗いドットグラフィックを採用し
たのはなんとも味わい深く，柔軟
な発想を基礎とする作業療法士
の特徴をよく表現している．聞け
ば中学生のお嬢さんの作とのこ
と．「人‒作業‒環境」を大事にす
る著者の温かさが伝わってくる．
　本書は著者の人生そのもので
あり，作業療法愛に溢れた内容で
ある．新人，若手，中堅，先輩を
問わず，ぜひ，本書を手にとって，
澤田氏の頭の中を覗いていただ
きたい．
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